
　市では、海上自衛隊鹿屋航空基地における米軍無人機MQ-９の一時展開について、市民の
皆様や、市議会、関係者への防衛省による説明会で出されたご意見やご質問に対し、防衛省か
ら一定の回答を得たほか、市議会においては「一時展開容認決議」が可決されました。
　これらを踏まえ、７月11日、市長は「容認もやむを得ない」と表明し、７月21日に今後防衛省
との取り決めが確実に履行されるよう九州防衛局と協定を締結しました。

問市政策推進課　☎0994-31-1125

米
軍
無
人
機「
Ｍ
Ｑ
‐
９
」の

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
に
お
け
る

一
時
展
開
に
関
す
る
協
定
を
締
結

１月27日
　 九州防衛局が海洋監視の必要性の
説明のため来庁
２月 ９日
　 九州防衛局が一時展開についての
説明のため来庁
２月14日
　市議会全員協議会
２月15日
　鹿屋市基地関係連絡協議会
２月18日
　九州防衛局へ質問書を提出
２月21日
　 九州防衛局が現地調査についての
説明のため来庁
２月28日
　九州防衛局から質問書への回答
２月28日～３月４日
　日米調査員による現地調査
　（基礎的調査）
３月14日～ 18日
　日米調査員による現地調査
　（細部・専門的調査）
５月23日
　 防衛省の岩

いわもと
本剛

つよひと
人政務官が一時展

開についての説明のため来庁
５月26日
　市議会全員協議会で防衛省が説明
５月27日
　 鹿屋市基地関係連絡協議会で防衛
省が説明
６月３日～５日
　 市内５か所で防衛省の説明による
住民説明会
６月16日
　九州防衛局へ質問書を提出
６月24日
　九州防衛局から質問書への回答
６月30日
　市議会が容認決議を可決
７月11日
　 市議会全員協議会で市長が一時展
開の容認を表明
７月12日
　 鹿屋市基地関係連絡協議会で一時
展開容認の表明を報告
７月13日
　リナシティかのやで住民説明会
７月14日
　市長が県知事に説明・意見交換
７月19日
　県知事が一時展開の容認を表明
７月21日
　一時展開に関する協定を締結
７月22日
　 市長・市議会議長が協定の遵守等
の要請のため防衛大臣と面談

　

東
シ
ナ
海
を
中
心
と
す
る
我
が
国
周

辺
海
域
に
お
け
る
情
報
収
集
活
動
(
広

範
囲
な
海
域
に
お
け
る
艦
艇
・
船
舶
の

所
在
の
把
握
等
)

　

令
和
４
年
７
月
頃
か
ら
準
備
(
２
か

月
程
度
の
見
込
み
)
を
行
い
、
運
用
が

開
始
さ
れ
て
か
ら
１
年
間

　

機
数
:
８
機

　

要
員
:
１
５
０
〜
２
０
０
人
程
度

　

(
機
体
操
作
要
員
、
整
備
要
員
、

後
方
支
援
要
員
　

等
)

・
基
地
外
の
宿
泊
施
設
を
利
用

・
シ
フ
ト
制
の
下
、
24
時
間
体
制
で
勤

務
・
自
主
的
措
置
と
し
て
設
け
た
、
勤
務

時
間
外
の
行
動
の
指
針
に
従
っ
て
行

動
・
勤
務
時
間
外
や
休
暇
中
は
基
地
外
で

活
動
し
、
飲
食
店
や
商
業
施
設
の
利

用
あ
り

・
日
本
の
法
律
や
習
慣
、
交
通
事
情
に

つ
い
て
事
前
に
教
育
を
実
施

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
出
国
前

の
検
査
を
実
施
し
た
上
で
日
本
に
入

国
し
、
周
辺
自
治
体
で
取
ら
れ
て
い

る
対
策
に
沿
っ
た
対
応

○
現
地
連
絡
所
（
基
地
内
に
設
置
）

・
24
時
間
電
話
連
絡
等
が
取
れ
る
体
制

・
開
設
当
初
は
防
衛
省
及
び
九
州
防
衛

局
の
職
員
10
人
程
度
配
置

※
市
も
市
役
所
内
に
相
談
窓
口
を
設
置

○
現
地
連
絡
所
職
員
の
分
宿

・
現
地
連
絡
所
の
職
員
が
米
軍
側
と
同

じ
宿
泊
施
設
を
利
用
し
、
宿
泊
施
設

と
の
連
携
及
び
不
測
の
事
態
等
へ
の

迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
行
う

○
交
通
事
故
対
策

・
事
前
の
研
修
に
加
え
、
地
元
警
察
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
鹿
屋
市
の
交
通

事
情
等
を
踏
ま
え
た
交
通
安
全
教
育

等
を
実
施

○
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

・
市
内
の
繁
華
街
を
中
心
と
し
た
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

・
現
地
連
絡
所
の
職
員
と
地
元
事
情
に

詳
し
い
非
常
勤
職
員
２
班
(
４
人
)

体
制
。
状
況
に
よ
り
増
員
も
検
討

・
地
元
警
察
の
協
力
も
得
な
が
ら
交
番

と
連
携
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、

事
件
事
故
の
初
動
対
応
に
当
た
る

○
通
勤
時
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行

・
米
軍
側
の
勤
務
形
態
や
鹿
屋
市
の
交

通
事
情
等
を
考
慮
し
、
具
体
的
な
運

行
内
容
に
つ
い
て
調
整

○
公
務
外
の
事
件
事
故
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
対
応

・
一
般
の
事
件
事
故
と
同
様
に
警
察
に

通
報

・
現
地
連
絡
所
に
通
訳
を
含
め
た
職
員

を
配
置

・
24
時
間
電
話
連
絡
等
が
取
れ
る
体
制

・
警
察
や
関
係
自
治
体
等
と
も
連
携

○
リ
バ
テ
ィ
制
度

　
（
勤
務
時
間
外
の
行
動
の
指
針
）

・
日
本
に
つ
い
て
の
教
育
や
責
任
あ
る

飲
酒
に
関
す
る
研
修
の
実
施

・
公
共
の
場
に
お
け
る
午
前
０
時
〜
午

前
５
時
の
飲
酒
の
禁
止

・
一
定
の
階
級
以
下
の
者
の
午
前
１
時

〜
午
前
５
時
の
外
出
の
禁
止
及
び
午

後
10
時
〜
午
前
５
時
の
施
設
・
区
域

へ
の
外
出
の
際
の
同
伴
者
義
務
付
け

○
ミ
リ
タ
リ
ー
ポ
リ
ス
（
Ｍ
Ｐ
／
憲
兵
）

の
配
置

・
米
軍
内
部
の
秩
序
維
持
を
任
務

・
米
軍
関
係
者
が
規
則
に
の
っ
と
り
適

切
に
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
か
確
認

・
リ
バ
テ
ィ
制
度
に
の
っ
と
り
適
切
に

行
動
し
て
い
る
か
確
認

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
出
国
前
72
時
間
以
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
を
実
施
し
た
う
え
で
入
国

・
マ
ス
ク
の
着
用
等
周
辺
自
治
体
で
取

ら
れ
て
い
る
対
策
に
沿
っ
た
対
応

・
体
調
不
良
者
及
び
濃
厚
接
触
者
は
米

軍
の
輸
送
手
段
に
よ
り
米
軍
施
設
に

搬
送

・
感
染
者
情
報
は
地
元
保
健
所
と
連
携

し
、
情
報
共
有
を
図
る

これまでの経過

東東東東 任務
展
開
期
間

機機機機
数数

機機

展
開
規
模

基基
地
外
地
外

宿宿

施
設設

米
軍
関
係
者
の
生
活
や
行
動

一
時
展
開
の
概
要

安
全
安
心
に
向
け
た
取
り
組
み

協
定
書
の
内
容

　

国
は
、
米
軍
に
対
し
、
米
軍
無
人
機

Ｍ
Ｑ-

９
の
一
時
展
開
の
た
め
、
海
上

自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
を
日
米
地
位
協

定
第
２
条
第
４
項
(
ｂ
)
に
基
づ
く
施

設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。

　

一
時
展
開
さ
れ
る
米
軍
無
人
機
Ｍ

Ｑ-

９
の
機
数
は
最
大
８
機
と
す
る
。

　

一
時
展
開
の
期
間
は
、
米
軍
無
人
機

Ｍ
Ｑ-

９
を
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な

事
前
準
備
期
間
及
び
運
用
終
了
後
の
撤

収
期
間
を
除
き
１
年
間
と
し
、
こ
の
期

間
の
延
長
は
行
わ
な
い
。

　

上
記
の
内
容
以
外
の
展
開
に
つ
い
て

は
、
日
米
間
で
協
議
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

米
軍
基
地
化
に
つ
な
が
る
米
軍
の
基
地

使
用
の
常
態
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
国
は
、
運
用
開
始
の
日
及
び

撤
収
の
日
を
事
前
に
鹿
屋
市
に
通
知
す

る
。

　

国
は
、
米
軍
無
人
機
Ｍ
Ｑ-

９
の
一

時
展
開
に
伴
う
騒
音
状
況
に
つ
い
て
は
、

そ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
一
時

展
開
後
の
騒
音
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
各
種

施
策
を
講
ず
る
。

　

国
は
、
米
軍
無
人
機
Ｍ
Ｑ-

９
及
び

米
軍
関
係
者
の
事
件
及
び
事
故
の
未
然

防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
件
及
び

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
国
の
責
任

に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
る
。

　

ま
た
、
鹿
屋
市
を
含
む
関
係
機
関
と

の
間
で
連
絡
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
現
地
連
絡
所
を
設
置
し
、
も
っ
て
住

民
の
安
全
及
び
安
心
の
確
保
に
努
め
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
協
議
し
て
き
た
市

民
の
安
全
安
心
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
別
途
文
書
に
よ
り
確
認
す
る
。

　

国
は
、
平
素
よ
り
鹿
屋
市
を
含
む
関

係
機
関
に
対
し
、
米
軍
無
人
機
Ｍ
Ｑ-

９
や
鹿
屋
市
か
ら
受
け
た
要
望
等
へ
の

対
応
状
況
等
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
提
供
す
る
。

　

鹿
屋
市
が
行
う
地
域
振
興
に
係
る
取

組
に
関
し
て
、
国
は
、
環
境
整
備
法
等

を
活
用
し
、
最
大
限
の
協
力
を
行
う
。

令
和
４
年
７
月
21
日

九
州
防
衛
局
長
　

伊
藤
　

哲
也

鹿
屋
市
長
　
　
　

中
西
　

茂

１
．
海
上
自
衛
隊
鹿
屋

　
　

航
空
基
地
の
位
置
付
け

２
．
米
軍
無
人
機
Ｍ
Ｑ
‐
９

　
　

の
一
時
展
開
内
容

３
．
騒
音
対
策

６
．
地
域
振
興
策

５
．
情
報
提
供

４
．
安
全
安
心
対
策
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